
社協だよりは、皆様からお寄せ頂いた社協会費・寄附金の一部を使って発行しています。

社会福祉法人  美作市社会福祉協議会
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催
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「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
」
の
骨
子
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◉
事
業
の
背
景
と
し
て

　

少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
美
作
市
の
高
齢
化
率
も
35
％
を
超
え
て
、
や
が
て
４
年
後
、
平
成
30
年
の
推

計
で
は
39
％
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
で
は
、
高
齢
者
世
帯
か
ら
独
居
高
齢
者
世
帯
へ
の
移
行
も
顕
在
化
し
て
お
り
、
地
域
か

ら
の
引
き
こ
も
り
や
孤
立
死
等
の
実
態
も
身
近
に
起
こ
る
現
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地
域
で
の
定
期
的
な
見
守
り
活
動
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
仕
組
み
づ

く
り
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

美
作
市
地
域
社
協
連
絡
会
（
山
本
壽
会
長
）
は
１
月
28
日
㈫
、
作
東
長
寿
セ
ン
タ
ー
で
役
員
会

を
開
催
し
、
市
社
協
が
平
成
26
年
度
よ
り
事
業
化
を
め
ざ
す
「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
」
に

つ
い
て
協
議
し
、
事
業
承
認
と
事
業
推
進
の
確
認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
の
事
業
と
し
て
地
区
社
協
が
運
営
主
体
と
な
っ
て
、
定
期
的

な
見
守
り
体
制
の
仕
組
み
づ
く
り
を
地
区
社
協
内
の
集
落
単
位
で
構
築
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

同
日
、
午
後
か
ら
は
地
区
社
協
会
長
会
が
開
催
さ
れ
、「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
」
の
事

業
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
長
会
終
了
後
、
各
地
域
ご
と
に
地
区
社
協
会
長
連
絡
会
が
開
か
れ
、

こ
の
事
業
へ
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
地
区
社
協
単
位
で
事
業
説
明
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

美
作
市
地
域
社
協
連
絡
会
で

 
「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
」の
推
進
を
確
認
す
る

美
作
市
地
域
社
協
連
絡
会
で

 
「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
」の
推
進
を
確
認
す
る

地域社協連絡会で事業説明を行う
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◉
事
業
の
概
要
と
し
て

　

地
区
社
協
が
運
営
主
体
と
な
っ
て
、
当
該
地
区
社
協
の
大
字
単
位
、
ま
た
は
小
字
単
位
で
、
関

係
者
に
よ
る
見
守
り
会
議
を
開
催
し
、
見
守
り
が
必
要
な
人
の
把
握
と
見
守
り
対
象
者
へ
の
訪
問

者
を
地
域
で
選
任
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
社
協
は「
福
祉
相
談
員
」を
配
置
し
、地
域
で
こ
の
事
業
の
調
整
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

見
守
り
訪
問
は
、
定
期
訪
問
を
月
１
回
と
し
、
月
２
回
以
上
の
訪
問
は
有
料
と
し
ま
す
。

　

訪
問
内
容
は
、
安
否
確
認
、
消
費
者
被
害
防
止
、
生
活
情
報
の
支
援
、
話
し
相
手
な
ど
が
月
１

回
の
定
期
訪
問
の
内
容
で
す
。
ま
た
、
月
２
回
以
上
の
訪
問
内
容
は
、
手
紙
文
書
の
整
理
、
ゴ
ミ

の
分
別
、
ゴ
ミ
出
し
、
電
球
交
換
、
買
い
物
代
行
な
ど
で
す
。

　
「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
」
は
、「
地
域
の
見
守
り
は
地
域
で
行
う
」
と
い
う
原
則
の
中
で

定
期
的
な
見
守
り
や
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
も
の
で
す
。

◉
事
業
の
経
緯
と
し
て

　

美
作
市
の
地
域
福
祉
推
進
組
織
基
礎
組
織
で
あ
る
「
地
区
社

協
」
は
、
市
内
に
31
地
区
あ
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
は
、
地
域

の
福
祉
団
体
等
を
地
区
社
協
の
構
成
員
に
加
え
た
「
基
盤
強
化

事
業
」
に
、
ま
た
、
平
成
25
年
度
か
ら
は
、
地
域
の
生
活
・
福

祉
課
題
の
把
握
・
解
決
に
向
け
た
「
福
祉
会
議
事
業
」
に
も
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
社
協
は
地
区
社
協
の
「
福
祉
会
議
事
業
」
で
出

さ
れ
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
新
た
な
事
業
と
し
て
、
地
区

社
協
の
集
落
単
位
で
定
期
的
な
見
守
り
活
動
を
基
本
と
し
た

「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
」
を
提
唱
す
る
も
の
で
す
。

美
作
市
地
域
社
協
連
絡
会
で

 

「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
」の
推
進
を
確
認
す
る

地区社協会長会で事業説明を行う

事業説明後地域社協連絡会で協議・決定する

各地域社協会長連絡会で事業対応の協議を行う
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http://lifemomo.jp

フリーダイヤル（0120）328-987
NPO法人 シルバーライフサポートもも 北は北海道から南は沖縄県まで全国№1酒販売チェーン店

お酒のことならお酒のことならまさやまさや

美作市位田239-1 ☎72-2616
にごり酒をどうぞ

プレミアム焼酎
いろいろ

　昨年10月１日から、市内全域ですすめてまい
りました「平成25年度 赤い羽根共同募金運動」
には、市民の皆様の温かい善意とご協力により、
多額の募金をお寄せいただき、誠にありがとう
ございました。心よりお礼申し上げます。
　お寄せいただきました募金は、岡山県共同募
金会へすべて送金され、平成26年度の美作市の
地域福祉を推進する事業や岡山県内の民間福祉
施設の整備や団体活動費等に活用されます。
　今後とも、美作市共同募金委員会並びに美作
市社会福祉協議会の地域福祉活動に温かいご理
解とご支援をよろしくお願いいたします。

平成25年度
赤い羽根共同募金運動実績報告について

募金総額 4,639,288円

美作市共同募金委員会からのお知らせ

ご協力
ありがとう
ございました!!

皆様からお寄せいただきました募金は
◇県内の福祉施設整備・団体の活動費
◇災害時の被災者救援ボランティア活動費
◇美作市社会福祉協議会の事業費
　　○老人福祉活動費
　　○ボランティア活動育成事業費
　　○児童・青少年福祉活動費
　　○福祉育成・援助活動費
など、様々な福祉活動に活用されます。

個別募金（各ご家庭） 4,097,381円
街頭募金 1,042円
法人募金（企業等） 85，０００円
職域募金（職場職員等） 422,6００円
イベント募金 13,386円
その他の募金（その他募金・利息） 19,879円

【各募金の内訳】【各募金の内訳】

訪問理美容サービス 巡回サービス買い物代行サービス
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各種宴会を承ります（予約制）
お弁当・仕出し何でもさせていただきます

一泊・朝食付………2,500円
　　　宿泊のみ……2,000円

民　宿　静　香
〒707-0045　美作市巨勢１６５１－１

電話・FAX 72-8188

東粟倉大空会の年間計画表介護予防体操をされる皆さん

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」 

ご
存
知
で
す
か
？

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」 

ご
存
知
で
す
か
？

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」 

ご
存
知
で
す
か
？

　

先
月
号
で
美
作
市
の「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

の
運
営
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
月

は
運
営
方
法
に
つ
い
て
の
事
例
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

○
毎
月
世
話
役
を
決
め
て
実
施
（
東
粟
倉
地
域
大
空
会
）

　

サ
ロ
ン
は
参
加
者
み
ん
な
で
運
営
す
る
の
が
原
則
で

す
が
、
現
実
に
は
、
ど
う
し
て
も
一
部
の
世
話
役
の
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

下
の
写
真
は
、
東
粟
倉
大
空
会
サ
ロ
ン
の
年
間
計
画

表
の
一
部
で
す
。
大
空
会
で
は
毎
月
世
話
係
を
決
め
て

サ
ロ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
方
法
な
ら
、
み
ん

な
で
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
、
サ
ロ
ン
を
運
営
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
号
で
も
運
営
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
事
例
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
２

運
営
の
活
動
事
例

　大空会は、サロンの準備や進行、
後片付けをする世話係を参加者全
員が毎月持ち回りで担当して、み
んなが役割意識を持って活動する
ようにしています。
　毎年３月初めには、みんなで話
し合って次年度の年間計画を立て
ています。年間計画が決まったら、
世話係の欄に自分がしたい月に名
前を記入して、役割分担を決めて
います。
　サロンに役割分担があることは、
自分自身が何かの役に立っている
ことを実感できるとともに、地域
でのつながりが今まで以上に深
まっていくのではないかと思いま
す。　　　　（大空会世話係寄稿）
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美
作
支
所

作
東
支
所

いはい!

　

１
月
15
日
㈬
、
美
作
北
小
学
校
で
４
年
生

を
対
象
と
し
た
点
字
教
室
が
開
か
れ
、
児
童

た
ち
は
初
め
て
の
点
字
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
美
作
点
字
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

に
点
字
に
つ
い
て
の
指
導
を
し
て
も
ら
い
、

初
め
て
触
る
点
字
盤
を
使
っ
て
、
五
十
音
を

打
っ
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
「
点
字
は
点
を
足
し
て
い
く

と
、次
の
字
に
な
る
こ
と
は
不
思
議
で
し
た
」

「
点
字
は
目
が
見
え
な
い
人
の
大
切
な
言
葉

な
ん
で
す
ね
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

点
字
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
の
学
習
で
は

教
科
書
に
載
っ
て
い
ま
す
が
、
点
字
の
道
具

や
自
分
た
ち
が
打
っ
た
点
字
に
実
際
に
触
れ

て
み
て
、
学
習
を
通
じ
て
点
字
に
つ
い
て
の

理
解
が
さ
ら
に
深
ま
り
ま
し
た
。

　

１
月
28
日
㈫
、
小
滝
サ
ロ
ン
の
会
員
（
吉
野
地
区
）
は
、
美
作
市
消
防
本
部
新

庁
舎
の
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

　

新
し
い
庁
舎
は
昨
年
完
成
し
、
地
域
防
災
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
設
備
が
整
備
さ

れ
た
建
物
と
な
り
、
皆
さ
ん
一
様
に
感
心
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

災
害
対
策
室
や
出
動
準
備
室
等
、
仮
眠
室
、
更
衣
室
も
見
学
が
で
き
、
消
防
士

の
方
々
が
災
害
に
備
え
る
環
境
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

見
学
の
最
後
に
は
煙
体
験
室
で
、
火
災
が
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
で
の
避
難

が
、
い
か
に
難
し
い
か
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

見
学
や
体
験
を
通
じ
て
「
近
所
の
み
ん
な
で
助
け
合
っ
て
、
気
を
つ
け
に
ゃ
い

け
ん
わ
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

火災を想定した煙体験室に入る参加者

完備された庁舎の説明を聞く参加者

美
作
北
小
４
年
生
の
点
字
教
室

児
童
た
ち
は
点
字
の

大
切
さ
を
学
ぶ

初めての点字盤で学習する児童たち 美作点字サークルの講師から点字を教わる児童たち

小
滝
サ
ロ
ン
消
防
本
部
新
庁
舎
を
見
学

防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
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英
田
支
所

　

上
山
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
橋
本
正
弘
会
長
）
は
、
１
月
20
日
㈪
に
老
人
憩
の

家
で
地
区
社
協
関
係
者
16
名
が
参
加
し
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し

ま
し
た
。

　

当
日
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
市
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
英
田
地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
今
井
相
談
員
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
に
よ
る
講
話
や
寸
劇

で
認
知
症
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

認
知
症
は
誰
に
も
起
こ
り
う
る
脳
の
病
気
に
よ
る
も
の
で
、
85
歳
以
上
で
は
４
人

に
１
人
に
そ
の
症
状
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
誰
も
が
認
知
症
に
正

し
い
知
識
を
持
ち
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を

支
え
る
手
だ
て
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
高
齢
者

の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
こ
と
を
、
こ
の
講
座
で
学
び
ま

し
た
。

　

最
後
に
養
成
講

座
の
受
講
者
全
員

に
「
オ
レ
ン
ジ
リ

ン
グ
」
が
渡
さ
れ
、

記
念
写
真
を
と
り
、

講
習
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

上
山
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
を
学
び
、
地
域
で
支
え
よ
う

サポーター養成講座を受講し、「オレンジリング」を付けた関係者

▶
キ
ャ
ラ
バ
ン・メ
イ
ト
に
よ
る

認
知
症
の
知
識
を
深
め
る
寸
劇

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

さ
く
ら
ハ
ウ
ス（
美
作
）移
転

旧
巨
勢
小
で
運
営

　

私
た
ち
は
、
心
身
に
障
が
い
を
持
つ

子
供
を
育
て
て
い
る
親
の
会
で
す
。

　

会
員
数
は
13
名
で
、
活
動
を
始
め
て

15
年
を
迎
え
ま
し
た
。
年
間
行
事
と
し

て
は
、
２
ヶ
月
に
１
度
の
定
例
会
・
福

祉
制
度
の
勉
強
会
・
福
祉
見
学
等
の
他
、

子
供
た
ち
の
お
楽
し
み
会
と
し
て
、
夏

に
七
夕
会
、
冬
に
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開

い
て
い
ま
す
。

　

12
月
15
日
㈰
、
北
山
の
多
目
的
ホ
ー

ル
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
、
会
員
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
々
約
40
数
名
が
集
ま
り
、
近

況
報
告
を
し
た
り
、
ツ
リ
ー
の
飾
り
付

け
を
し
た
り
し
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
登
場
の
際
に
は
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
楽
し
く
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

美
作
心
身
障
害
児
・
者
の
親
の
会

会
長　
　

森　
　
　

陽　

子

美
作
心
身
障
害
児
・
者
の
親
の
会

ク
リ
ス
マ
ス
会
開
催

サンタさんのプレゼントに喜ぶ子供たち

　

子
育
て
サ
ロ
ン
さ
く
ら
ハ
ウ
ス
は
、
２
月
よ

り
場
所
を
移
転
し
て
、
旧
巨
勢
小
学
校
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
場
所
で
再
出
発
し
た
さ
く
ら
ハ
ウ
ス

に
皆
さ
ん
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
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い!はい!

一
般
寄
付

物
品
寄
付

香
典
返
し　
　
（
敬
称
略
）

余　

野　
　

正
辻　

謙
吾　

様

（
亡　

照　

幸
）

宗　

掛　
　

江
見　
　

誠　

様

（
亡　

克　

之
）

矢　

田　
　

春
名　

伸
直　

様

（
亡　

岡
田
正
人
）

川　

上　
　

船
曵　

敬
吾　

様

（
亡　

殖　

）

下
庄
町　
　

福
原　

実
男　

様

（
亡　

環　

）

田　

井　
　

永
谷
靜
史
郎　

様

（
亡　

修　

）

後　

山　
　

春
名　

勝
則　

様

（
亡　

忠　

治
）

明　

見　
　

黒
䉤　

修
司　

様

（
亡　

甲
子
三
）

田　

殿　
　

濵
田　

達
己　

様

（
亡　

美
代
子
）

楢
原
下　
　

小
阪
田
泰
彦　

様

（
亡　

柳
澤　

肇
）

猪　

臥　
　

後
河　

幸
治　

様

（
亡　

美
代
子
）

見
舞
い
返
し

林　

野　
　

小
關　

哲
彦　

様

（
亡　

　

夫
）

朽　

木　
　

森
本　
　

解　

様

（
亡　

秀　

子
）

海　

田　
　

松
本　

信
晴　

様

（
亡　

久　

子
）

巨　

勢　
　

松
田　

孝
二　

様

（
亡　

武　

夫
）

巨　

勢　
　

難
波　

香
苗　

様

（
亡　

勝　

美
）

湯　

郷　
　

川
野　

勇
祐　

様

（
亡　

敏　

朗
）

竹　

田　
　

室
井　

正
幸　

様

（
亡　

正　

）

白　

水　
　

春
名　
　

徹　

様

（
亡　

万　

逸
）

福　

本　
　

小
川　

初
子　

様

（
亡　

泉　

）

津
山
市　
　

福
田　
　

護　

様

（
亡　

久　

子
）

名
古
屋
市　

尾　

俊
充　

様

（
亡　

節　

子
）

右　

手　
　

小
坂　

信
子　

様

豆　

田　

㈱
レ
イ
テ
ッ
ク　

様

山　

手　

加
百
文
男
・
艶
子
様

　

春
先
の
よ
う
な
暖
か
い
日
が
続

く
か
と
思
え
ば
厳
し
い
寒
さ
が

戻
っ
て
来
る
、
三
寒
四
温
と
い
わ

れ
る
冬
か
ら
春
へ
季
節
の
流
れ
を

感
じ
る
時
季
が
や
っ
て
来
た
。

　

そ
れ
は
、
動
植
物
が
陽
光
を
め

ざ
し
て
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
、

出
発
点
の
時
季
で
も
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
紙
で
、「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ

ト
事
業
」
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
区
社
協
を
運

営
主
体
と
し
て
、
地
域
住
民
が
中

心
と
な
り
、
見
守
り
体
制
の
仕
組

み
づ
く
り
を
築
き
上
げ
よ
う
と
い

う
も
の
で
、
市
社
協
は
そ
の
支
援

を
地
域
と
と
も
に
行
う
も
の
で
あ

る
。

　
「
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
事
業
」

が
基
盤
強
化
事
業
、
福
祉
会
議
事

業
を
基
盤
に
地
区
社
協
を
中
心
と

し
た
地
域
福
祉
活
動
推
進
の
更
な

る
出
発
点
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て

や
ま
な
い
。

編
集
後
記
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平
成
25
年
12
月
21
日
か
ら

平
成
26
年
1
月
20
日　

受
付
分

多
額
の
ご
芳
志

多
額
の
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真

　

２
月
１
日
㈯
、
愛
の
村
パ
ー
ク
に

お
い
て
、
東
粟
倉
地
区
社
協
主
催
に

よ
る「
世
代
交
流
囲
碁
ボ
ー
ル
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、〝
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、
み
ん
な
が
集
い
、
ふ

れ
あ
う
１
日
〞
と
題
し
、
囲
碁
ボ
ー

ル
を
通
じ
た
地
域
住
民
の
親
睦
と
世

代
交
流
を
目
的
に
行
わ
れ
、
当
日
は

小
中
学
生
の
子
ど
も
を
含
む
総
勢
60

人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な

声
と
参
加
者
の
笑
顔
に
包
ま
れ
、
世

代
を
超
え
た
楽
し
い
ふ
れ
あ
い
の
１

日
に
な
り
ま
し
た
。




